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【
西
山
】
町
長
選
挙
前
に
、

大
山
町
長
の
名
を
か
た
っ

た
差
別
ハ
ガ
キ
が
、
町
内

に
25
枚
ば
ら
ま
か
れ
た
。

　

文
面
は
、「
〇
〇
は
ど

か
た
！
や
め
ろ
！
キ
タ
ナ

イ
！
死
ね
！
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
差
別
事
象
を
ど
う
と

ら
え
る
か
。

【
町
長
】
一、
侮ぶ

辱じ
ょ
く

的
で
卑

劣
な
表
現
、
ま
た
特
定
の

職
業
に
差
別
意
識
を
表

し
、
同
和
地
区
の
み
な
ら

ず
、
そ
の
職
業
に
従
事
す

る
人
に
対
し
て
も
侮
辱
で

あ
る
。

　

二
、「
死
ね
」
と
い
う

言
葉
で
命
や
生
存
権
ま
で

否
定
し
て
い
る
。

　

三
、
町
長
と
い
う
他
者

の
名
前
を
か
た
る
犯
罪
行

為
で
あ
る
。
強
い
憤
り
を

感
じ
て
い
る
。

　

四
、
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
っ

た
人
の
怒
り
・
悲
し
み
・

不
安
・
精
神
的
苦
痛
は
言

葉
で
は
表
せ
な
い
。
平
穏

な
住
民
生
活
や
自
由
が
侵

害
さ
れ
た
差
別
事
象
で
あ

る
。

　

五
、
差
別
解
消
に
向
け

た
企
業
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
推
進

者
養
成
講
座
・
人
権
セ
ミ

ナ
ー
・
人
権
同
和
教
育
研

究
大
会
な
ど
、
継
続
し
た

学
習
や
啓
発
活
動
に
熱
心

に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
否
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

六
、
専
門
家
に
分
析
を

心豊かに育つ子どもたち（あすなろ児童館の夏まつり）

差別ハガキが
　　ばらまかれたが？

強い憤
いきどお

りを感じている町長

【
西
山
】
自
治
の
基
本

原
則
や
ま
ち
づ
く
り
の

ル
ー
ル
を
定
め
て
、
安
心

で
き
る
町
の
実
現
を
め

ざ
し
た
自
治
基
本
条
例

を
制
定
し
な
い
の
か
。

【
町
長
】
こ
れ
か
ら
住
民

参
画
の
「
未
来
づ
く
り
10

年
プ
ラ
ン
（
仮
称
）」
を

策
定
す
る
。
こ
れ
を
進
め

て
い
く
中
で
、
条
例
制
定

は
判
断
す
る
。

自治基本条例の
認識は？

賛否両論ある町長

依
頼
し
て
い
る
。
啓
発
を

継
続
す
る
。

【
教
育
委
員
長
】
人
権
同

和
教
育
推
進
協
議
会
な
ど

と
連
携
し
、
熱
心
に
推
進

し
て
き
た
。

　

保
育
所
で
は
心
豊
か
な

子
を
育
て
る
保
育
。
小

学
校
で
は
部
落
差
別
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
合

理
や
偏
見
に
気
づ
き
、
そ

れ
を
な
く
す
児
童
を
育
て

る
。
中
学
校
で
は
、
水
平

社
の
創
立・統一応
募
用
紙・

結
婚
差
別
な
ど
題
材
と
し

て
学
習
を
進
め
て
い
る
。
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